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未来を拓く、スペーステクノロジー
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●ADEOS-IIを極軌道へと運ぶ
H-IIA4号機打上げの準備が進んでいます
●第53回国際宇宙航行連盟大会がヒューストンで開催
NASDAも日本の宇宙機関として参加しました

●第10回目の記念大会となる
衛星設計コンテストが開催されました

●「宇宙の日」ふれあいフェスティバル2002が
島根県松江市の2会場で開催されました

●先端・共通技術の研究最前線
●NASDA通信
●宇宙・人に聞く
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ADEOS-II / H-IIAF4の「衛星紹介」と「打上げ告知」の２枚組ポスター



ADEOS-IIは早くから種子島宇宙

センターに輸送され、整備が進められ

ています。H-IIAロケット４号機も、

11月上旬には製造工場から種子島に輸

送され、打上げに向け組立て整備作業

が進められています。

なお、WEOS、μ-LabSatについて

は、過去の『NASDA NEWS』でも取

り上げていますので、ぜひご覧くだ

さい。

当日はインターネットによる打上げ

ライブ中継なども行います。準備のよ

うすなどをふくめ、くわしくは

http://h2a.nasda.go.jp/ へ。

NASDAは、12月14日、H-IIAロケ

ット４号機により、環境観測技術衛星

（ADEOS-II）を種子島宇宙センターか

ら次のとおり打ち上げます。

なお、ロケットの打上げ能力の余裕

を活用して、豪州小型衛星（FedSat）、

鯨生態観測衛星（WEOS）、マイクロラ

ブサット１号機（μ-LabSat）の小型副

衛星の打上げも行います。

打上げ日：平成14年12月14日（土）

予備期間：平成14年12月15日（日）

～12月30日（月）

打上げ時間帯：10：31～10：47

打上げ場所：種子島宇宙センター

大型ロケット発射場

ADEOS-IIは、先のADEOS（愛称：

みどり）の観測ミッションを継承し、

地球温暖化などのグローバルな環境変

動のメカニズムの把握や、気象や漁業

などの実利用の面への貢献を図るとと

もに、観測技術の開発・高度化を目的

としています。

Ｈ－IIＡロケットとして
初の極軌道打上げ

ADEOS-IIを極軌道へと運ぶ
H-IIA4号機打上げの準備が進んでいます

衛星、ロケットとも
整備が進んでいます

種子島宇宙センター整備組立棟に到着したH-IIAロ
ケット

整備が進むADEOS-II「衛星フェアリング結合作業」 H-IIAロケット４号機の第１段、第２段の組立て



したほか、ヒューストン大学やジョン

ソン宇宙センターを訪問し、宇宙の街

ヒューストンを満喫しました。

本大会のIAF総会において、2005年

の第56回IAF大会は日本（福岡県）で実

施することが満場一致で了承されまし

た。日本でのIAF大会は、1980年の東

京大会以来の開催になります。

次回の第54回IAF大会は、平成15年

９月29日から10月３日の間、ドイツの

ブレーメンにおいて開催される予定

で、すでに論文募集が開始されていま

す。第55回IAF大会は、カナダのバン

クーバーにて開催される予定となって

います。

平成14年10月10日から19日までの10

日間にわたり、「ワールドスペースコン

グレス・2002」が、米国ヒューストン市

のジョージ・ブラウン・コンベンショ

ンセンターにおいて開催されました。

これは10年に一度、国際宇宙航行連盟

（IAF）と宇宙空間研究委員会（COSPAR）

との共同開催によって行われるもので、

会期中の10月14日（月）から19日（土）ま

での６日間、同センターにて第53回

IAF大会が開催されました。

今回のIAF大会のテーマは「The

New Face of Space」というもので、

このテーマのもと、11のプレナリイベ

ントのほか、シンポジウムや学生会

議、ラウンドテーブルなどのイベント

が行われました。

大会で発表された論文は、総数およ

そ1,000件にものぼり、最新の研究成果

や活動状況などが続々と報告されると

いうたいへん活発なものとなりました。

大規模な展示会場も用意され、米国

航空宇宙局（NASA）をはじめ各国宇宙

機関、企業、大学など約320の出展が

ありました。日本からは、NASDAが

宇宙科学研究所（ISAS）、航空宇宙技

術研究所（NAL）と共同でジャパンブ

ース（面積150m2）を出展し、約3,500名

の来場がありました。

本大会へは総数約２万人の参加があ

り、NASDAからは宇宙環境利用シス

テム本部小沢副本部長が、プレナリイ

ベ ン ト「 The International Space

Station － A Key to the Future」のパ

ネリストとして参加したほか、25名が

参加しました。

また、IAFが進めている学生参加推

進事業として、今年もNASDAでは学

生16名を本大会へ派遣しました。欧州

宇宙局（ESA）からは、欧州各国の学生

約230名が派遣され、日本人学生も

ESAの主催する学生アウトリーチプロ

グラムに積極的に参加し、学生間の交

流が図られました。

それに加え、昨年に引き続き国際宇

宙法学会（IISL）へのNASDAの貢献の

一環として、アジア太平洋地区での模

擬裁判コンテストの優勝チーム（オー

ストラリア大学の学生２名）を派遣し、

オーストラリア大学の学生は大会中に

開催された模擬裁判コンテスト決勝に

おいて準優勝を収めました。

派遣した学生たちは本大会の各セッ

ションやIAF主催イベントなどに参加

多くの論文発表と展示で
盛会だったＩＡＦ大会

学生の国際交流も
盛んだったＩＡＦ大会

第53回国際宇宙航行連盟大会がヒューストンで開催
NASDAも日本の宇宙機関として参加しました

プレナリイベント“The International Space Station－
A Key to the Future”のようす

2005年の第56回大会は
日本で行われます

ワールドスペースコングレスでのNASDA、ISAS、NALのジャパン展示ブース

学生派遣プログラムに参加した16名を囲んで　



第10回目の記念大会となる
衛星設計コンテストが開催されました

10月27日、東京・荒川区の東京都立航

空工業高等専門学校汐黎ホールで、

NASDAをはじめ日本機械学会、日本航

空宇宙学会、電子情報通信学会、宇宙科

学研究所、宇宙科学振興会、日本宇宙フ

ォーラムの主催などによる、第10回衛星

設計コンテストの最終審査会を開催しま

した。

今回のコンテストには、全国の大学・

大学院や高等専門学校のほかに海外から

の参加があり、全部で29件の応募があり

ました。

７月の第１次審査（応募作品の書類で

の審査）において、設計部門５件、アイ

デア部門６件が合格し、この日の最終審

査となりました。

会場での学生たちの熱気あふれる作品

発表に審査は難航しましたが、厳正な審

査の結果、設計大賞は東京大学大学院

チーム、アイデア大賞はマサチューセッ

ツ工科大学チームが受賞し、以下それぞ

れの賞が別表のとおり授与されました。

なお、今大会は英国サリー大学の参

加、米国大学留学生からの参加など多彩

な参加者があり、応募作品も優秀なもの

が多く、充実した第10回記念大会となり

ました。

海外からの参加など
充実した記念大会

衛星設計コンテスト発表の様子

設計大賞の東大大学院チーム（上）と作品（下）

アイデア大賞のMITチームの作品（上）、MITチームは
インターネットを通して発表を行った。
外国から初参加のサリー大学の、日本機械学会宇宙
工学部門賞受賞の作品（下）

賞　　　名 

設計大賞 

アイデア大賞 

 
日本機械学会宇宙工学部門賞

 

日本航空宇宙学会賞 

電子情報通信学会賞 

宇宙科学振興会賞 

審査委員会特別賞 

日本宇宙フォーラム賞 

 
奨　励　賞 
　（３作品） 
 

作品テーマ名称 

パネル展開型多目的衛星PETSAT 

ニュートン重力とカシミア効果に関する微視的試験 
MIcroscopic Test of Newtonian Gravitation and the Casimir Effect（MITONGACE） 

小惑星トータチス  フライ バイ ミッション 低コストマイクロサテライト 
A Low-Cost Microsatellite Fly by Mission of 4179 Toutatis 

ガンマ線バースト観測衛星「風鈴」 

METHANE…通信・ネットワーク・電力ステーション　～火星探査インフラストラクチャーの構築～ 

宇宙リハビリテーションシステム　～微小重力環境における身体障害の有利性～ 

テザー衛星を用いた2点デブリ観測システム 

自由航行型宇宙ロボット試験衛星 

再構成モジュラー型太陽発電システム 

夜光・やこう・YAKO　～地震の前兆現象の観測～ 

宇宙ステーション内での静電霧化の実験 

 

代表者（敬称略）・受賞大学等 

中 村 友 哉 東京大学大学院工学系研究科 
 
桑 田 良 昭  Massachusetts Institute of Technology 

Fred Kennedy University of Surrey 

岡 田 英 人 東京工業大学大学院理工学研究科 

新 井 達 也 東京大学工学部 

石 川 成 道 東京都立大学大学院理学研究科 

宮 崎 基 樹 九州大学大学院工学府 

松 本 道 弘 東京都立科学技術大学工学部 

澤 田 弘 崇 東京工業大学大学院理工学研究科 

朝 倉 泰 代 日本大学大学院理工学研究科  

浜 辺 誠 士 東京都立航空工業高等専門学校電子工学科 



前をつけました。今回は松江の名産品に

ちなんで「しじみ」が選ばれ、国際天文学

連合（IAU）に提案をします。

メイン会場の松江テルサでは、実際に

宇宙で活躍した「遠赤外線望遠鏡」の実物

やＨ－IIＡロケットの大型模型などが展

示されたほか、レスキューロボットのデ

モンストレーション、無重力のようすを

見ることができる実験コーナー、模擬宇

宙服を着ての記念撮影、星座早見盤や

フィルムケースロケット、スカイスク

リューの工作コーナーなど、イベントが

盛りだくさん。来場した子どもたちは目

を輝かし、熱心に工作などに打ち込んで

いました。

平成14年９月15日から17日までの３

日間、島根県松江市において、NASDA

をはじめ宇宙科学関連８団体の主催、松

江市教育委員会などの共催で、「宇宙の

日」記念行事『「宇宙の日」ふれあいフェ

スティバル2002』が開催されました。

今回で10回目を迎えるこのイベントは、

「おもしろそう宇宙」をテーマに、２会場

で行われました。

古川聡宇宙飛行士の宇宙についての話

や、小惑星に名前をつけるイベントの

「スペーストークショー」が「くにびきメ

ッセ」で、宇宙や科学の不思議が分かる

実験教室、ペーパークラフトなどの工

作、無重力ゲームコーナーなどのプログ

ラムイベントが「松江テルサ」を会場に開

催されました。

９月15日にくにびきメッセで開催され

た「スペーストークショー」では、古川

聡宇宙飛行士が国際宇宙ステーションや

宇宙の生活について分かりやすく話をし

てくれました。

その後に行われた○×クイズでは、古

川宇宙飛行士が自ら出題したクイズに来

場した子どもたち全員が参加して大盛り

上がり。最後まで残った子どもたちには

「きぼう」のワッペンがプレゼントされま

した。

エンディングでは、約300人の来場者

全員で、古川宇宙飛行士、発見者のアマ

チュア天文家・安部裕史さんと国立天文

台の渡辺潤一さんとともに、小惑星に名

10回目のテーマは
「おもしろそう宇宙」 盛り上がった

スペーストークショー

「宇宙の日」ふれあいフェスティバル2002が
島根県松江市の2会場で開催されました

宇宙服を体験してみました

盛りだくさんのプログラムで
盛況だったメイン会場

工作教室の様子

フィルムケースロケットの発射 子どもたちから握手ぜめにあう古川宇宙飛行士



な解決策を報告書にまとめるとともに業務

に反映することができました。

平成13年度には、部品プログラムを的確

かつ効率的に推進するため、各プロジェク

トにおける問題点や、プロジェクトに共通

する課題を明確化するとともに、その対処

方針を検討・策定し展開することを目的と

して、「部品プログラムの検討タスクチー

ム」を設置しました。

その任務として、長期的視野に立った

部品プログラムの検討・策定を行い、そ

のプログラムの推進・実現を図ることと

しました。

世界の宇宙開発国は、部品プログラムを

国家的戦略と位置づけ、各種の施策は予算

的裏付けを持って進められていることが多

いようです。これらの成果は、結果として

国としての宇宙開発の競争力と技術基盤の

強さとして誇示され、時には政策として輸

出入を管理し、技術情報を制限しながら、

またある時には産業育成策のために輸出を

推奨するなど、外交的に圧力をかけるケー

スもあります。

その検討結果は、報告書としてまとめら

れていますが、NASDA部品プログラムの

理念として「NASDAはNASDAが開発を行

う宇宙機のリスクを低減させ、その信頼性

を向上させるために必要なすべての手段を

講ずるものとする。そのための活動の一部

として、EEE部品（Electrical，Electronic，

and Electromechanical Parts）、先端的な

実装技術、メカニカル部品の選択から入

手、トレーサビリティ、試験、取扱い、包

装、保管、適用にわたるすべてのフェーズ

を管理する。これらの管理はプロジェクト

さなどで、関係者は過去何度もその苦渋を

味わっているのです。これらの問題に対処

する必要性は皆痛感していますが、作業範

囲が膨大であり、単独の企業では展開でき

る範疇を大きく超えていると考えられま

す。このためNASDAのような中立的な機

関がコントロールタワーとなって、技術開

発能力向上の推進と品質確保についてしっ

かりマネージメントする体制が望まれて今

日に至っています。この考え方はNASA、

ESAでも同じです。

このような背景もあり、平成11年度に

「宇宙インフラストラクチャ研究会」が組

織され、その下に10分野の戦略技術ワー

キンググループが自発的に活動を開始し

ました。

その一つに、「小型高機能宇宙システム

ワーキンググループ」があります。そこで

は、宇宙用部品に関する検討を重要テーマ

の一つとして取り上げ、宇宙関係者が集

い、検討を進めました。その結果、部品開

発体制の再構築が提言されました。

平成12年度には、プロジェクトで調達し

た輸入QML部品（Qualified Products List

：認定品目表）に品質問題が発見され、外

国製造メーカまで調査に出向き、問題を解

決するという事態が発生しました。また、

同じ時期に、NASDA内に「宇宙エレクトロ

ニクス研究会」を発足させ、小型高機能宇

宙システムワーキンググループで検討した

内容をさらにブレークダウンし、NASDA

全体として緊急の問題点を整理し、具体的

NASDAの宇宙機器設計要求には、経済

的開発と戦略性の高い開発の双方について

求められることが多く、部品開発と供給体

制もこの流れに沿った方針を構築する必要

があります。簡単にいうと、新しくて性能

の高い部品を低いコストで製作するとい

う、相反する要素があるのです。

これらを単独でみた場合、新しいもの、

つまり戦略性の高い部品は宇宙機器の自在

性や実現性、また基本性能を決定づける要

素を併せ持つため、経済性とは別の観点で

戦略的に進める必要があるとNASDAは考

えています。

ところが、ここ数年、国内の部品供給体

制は、最新の技術に対応した部品の開発品

目が少なく、そもそも部品がコスト高であ

ることなどの相乗効果で危機的な状況に直

面しています。

いっぽう、外国から輸入している宇宙用

部品は長納期に該当するものが多く、部品

の入手可否の見きわめや当該国の輸出審査

に多大な時間を要しており、プロジェクト

の開発スケジュールを大きく圧迫している

ケースもあります。

宇宙機システムは部品の集合体であり、

高い品質を有するシステムの実現には部品

の品質保証が重要です。これは従来から

NASDAが一貫してだいじにしてきた考え

方です。

システム機器に組み込んだ後で部品の不

具合に遭遇した場合、その手戻り作業の煩

雑さと、スケジュールに及ぼす影響の大き

宇宙用部品技術活動に
関する諸問題

ロケットをはじめとした宇宙機は膨大な数の部品で構成されています。しかし特殊な分野だ
けに、それら一つ一つの品質を正しく確保することは容易なことではありません。今回は、
こうした部品に関するＮＡＳＤＡの取組みを紹介します。

わが国の宇宙開発を支える
「部品」の品質を
保証するために8

宇宙用部品への
対応の流れ



の契約においても明確に要求されなければ

ならない。

なお、事業団が自ら行う評価試験等の作

業においては、極力スピーディであること

を念頭におき、国内の宇宙機開発メーカの

宇宙分野における活動を強力に支援する」

ことを掲げています。

この理念を受け、「新しい時代に対応す

る『部品プログラム』を再構築し、新しい時

代の共通基盤技術を確保し、宇宙機プロジ

ェクトを強力に支援する」こととしました。

この『部品プログラム』の構成は、下記の

通りです。

（1）パーツポリシー作成維持

パーツポリシー作成維持は、NASDA

における部品プログラムの基本方針

を設定・維持する部門である。基本

方針は、NASDA関係者と外部の有

識者で構成する諮問委員会「宇宙用

部品技術委員会」で審議することに

しました。

（2）部品の開発管理に関する長期計画

作成　

（3）部品の研究・開発・評価体制

（4）宇宙機プロジェクト支援

宇宙機プロジェクト支援は、横断的

にプロジェクトを支援するために、

新規に組織化して、部品関連の活動

を強化することとしました。

（5）部品情報システム

（6）教育・普及啓蒙活動の促進

宇宙用部品は一般の部品技術能力を持っ

た上で、高信頼性と、真空や放射線の環境

に対応するなど民生部品とは異なる留意点

が多く、まだ特殊な世界にあります。その

ため、定常的に普及啓蒙活動を行う必要が

あると考えています。とくに人材の養成は

緊急課題であり、加えて現在の配置要員に

対しても宇宙用部品を題材にした部品仕

様、適用、組立、品質保証、不具合事例、

国内外の動向紹介等の教育研修・情報提供

システムなどについて推進する計画です。

現在、LSIを代表とする先端技術の進歩

は止まることがありません。先端性の高い

民生品技術はいち早く宇宙機にも取り込ま

れ、高機能化がどんどん進んでいます。

これらの部品は宇宙機の機能・性能を決

定的にする要素であり、技術力向上、国際

競争力向上に大きく寄与します。当然なが

らこれらの部品を入手することと、使いこ

なす技術は、システム会社の存続をも脅か

す重要な要素となっています。

これらの先端性の高い部品技術は国内の

第三者的な機関が研究開発し、国内のシス

テム会社がその恩恵を受け、間接的に国内

の宇宙産業が活性化できるように配慮すべ

きであると考えています。

この役割は現時点で評価試験設備が充実

しているNASDAの技術研究本部にて実施

するのが、もっとも効率的であると考えま

す。また、特殊な技術は、必要に応じて活

力ある中小企業をふくむ専門会社の協力を

受けながら進めていくことが最善であると

考えます。

これらの活動により、先端性の高い部品

を「選択と集中」によって国内に確保するこ

とで、はじめて外国の優れた技術と競争し

ながら、「競争と協調」の世界を構築するこ

とができます。

また、優れた保有技術とギブ・アンド・

テイクすることにより、外国の優れた技術

も国内に持ち込むこともできます。海外の

宇宙諸機関と対等な立場を確保しつつ、宇

宙活動を進めるためには、これらのことは

たいへん重要な要素といえます。

以下、いくつかの委員会やイベントなど、

NASDAの部品への取組みを紹介します。
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宇宙機システムの信頼性向上と自律性を

確保するための一環として、基幹部品の開

発・利用、国産部品の利用促進と部品評価

技術の向上を目指した部品プログラムにつ

いて審議するため、宇宙用部品技術委員会

（以下、「委員会」という）を平成14年10月

１日に設置しました。

委員長に原島文雄東京電機大学教授、機

構・材料系分科会長に冨田信之武蔵工業大

学教授、電子分科会長に大西一功日本大学

教授をお迎えし、総勢約80名でスタートし

ました。

具体的な活動内容は、下記の通りです。

・宇宙機システムの信頼性向上及び自

律性確保に留意した部品プログラム

の基本方針設定に関すること

・部品プログラムの要素分析と重要技

術の指定に関すること

・国内で保持すべき戦略部品技術の指

定及び開発プロセスに関すること

・国産部品の利用推進に関すること

・部品に係る技術の継承、蓄積に関す

ること

多様化するプロジェクト支援要求や宇宙

３機関統合へ対応するため、技術研究本部

専門グループを再編することにしました。

平成12年度に電子・情報系技術研究部と

制御・推進系技術研究部の中に、計11のグ

ループが組織されましたが、平成13年度に

前記11グループを整理し、４専門グループ

と技術研究部が設置されました。そして、

平成14年10月１日には技術研究部を３専門

グループとし、計７専門グループを新たに

先端性の高い部品の
研究開発を支援

「部品」に関して審議する
宇宙用部品技術委員会

専門性と効率を高める
部品技術関連専門グループ



の提言など、最前線の技術情報の交換を行

うことができました。得られた情報は、今

後の研究の進め方に反映していきます。

なお、次回ワークショップは、２年後の

2004年に筑波にて開催する予定です。ま

た、関連する研究会として、第３回半導体

の放射線照射効果研究会を平成15年２月21

日に、豊田工業大学で開催することになっ

ています。

平成14年10月30日～11月１日、筑波宇

宙センター宇宙実験棟２階大会議室にて、

「第15回マイクロエレクトロニクスワーク

ショップ」を開催しました。

今回は、国際化も視野にいれた「宇宙用

共通部品の調達性を探る」ため、宇宙機関、

国内システムメーカ／部品メーカの参加を

得て、「つばさ」のデータの中間報告、海外

宇宙機関などの部品プログラムの現状や動

向の報告、部品プログラムに関するパネル

ディスカッションなどを行い、活発かつフ

ランクな意見交換により多大な成果を収め

ることができました。

まず初日には、国内７社による部品の展

示会を行いました。このように、宇宙用部

品の現物を見ながら技術的な話ができたの

は有意義なことでありました。今後は、参

加企業や参加者の増大を図ることを企画し

ます。

また、「品質危機－未然防止の基本的考

え方とそのシステム－」の演題で、鈴木和

幸電気通信大学教授に特別講演をいただ

き、身近な例をあげての事故発生のメカニ

ズム、未然防止手法などについてわかりや

すく解説していただきました。

計測装置から順調にデータを取得してい

ます。

このように半導体素子のシングルイベン

ト現象やトータルドーズ効果に関する研究

は国際的に関心度の高いテーマであり、各

国の研究機関においてもたゆまない研究が

引き続き行われています。また、宇宙放射

線環境の計測においても多数の観測衛星が

打ち上げられ、それらの取得データも増

え、興味ある観測結果が得られています。

このように各国各機関の研究が活発に行

われている中、国内外の研究者の相互協力

により研究を効率的に進めることが研究者

の中で求められています。

ワークショップに招いた６人の海外の研

究者は、それぞれの分野において世界をリ

ードしている方々で、発表後に活発な討議

が行われました。また今回、海外から一般

参加で来られた研究者の発表が９件あり、

この催しは国際的ワークショップとして定

着してきています。今後は、アジアからの

参加者を増やすことを考えていきます。

このような放射線照射効果等の分野のシ

ンポジウムやワークショップは、欧米で毎

年開催されています。ところが、国内では

あまり開催されておらず、国内研究者間の

研究情報の交換の場が少ないのが現状で

す。したがって、国内外の研究者が一堂に

会して研究に関する情報交換を行うことが

できた本国際ワークショップは、たいへん

に有意義なものでありました。

この国際ワークショップを開催し、技術

研究本部で研究している成果について発表

することにより、半導体素子・太陽電池・

宇宙放射線環境の分野でのプロトン照射試

験の必要性、シングルイベント試験の照射

技術、評価技術、宇宙放射線環境モデルへ

組織しました。

７専門グループは「システム誘導技術グ

ループ」「システム評価技術グループ」「宇

宙エレクトロニクス技術グループ」「環境

計測技術グループ」「マテリアル・機構技

術グループ」「衛星推進系技術グループ」

「宇宙用部品技術グループ」です。

このうち部品技術に直接関連する専門

グループは、宇宙エレクトロニクス技術グ

ループとマテリアル・機構技術グループ、

そして宇宙用部品技術グループの３専門グ

ループです。

平成14年11月１日に、わが国の宇宙開

発の自律性や自在性の確保、また部品基

盤技術強化を図るため、部品に関する開

発推進活動を一元的かつ有機的に実施す

るため、技術研究本部に宇宙用部品開発

推進センターを設置しました。ここでは、

計画の策定や方策の検討、部品に関する

プロジェクト協力、利用促進を図ること

などが目的です。

おもな業務は、次のとおりです。

（1）宇宙用部品技術委員会での方針に基

づく部品に関する中期計画の策定並

びに重要部品の研究開発及び国内外

部品の技術評価に関する方策の策定

（2）部品選定・調達段階から開発までの

部品に関する横断的なプロジェクト

協力

（3）部品に関する技術情報集約及び利用

促進

第５回宇宙用半導体素子放射線影響国際

ワークショップを、高崎シティギャラリー

にて平成14年10月９日～11日に開催しま

した。

H-IIA２号機によるMDS-１（愛称：つば

さ）の軌道投入により、民生半導体評価装

置・地上用太陽電池評価装置・宇宙環境
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「部品」開発計画の中枢
宇宙用部品開発推進センター

半導体素子に関する
ワークショップの開催

「部品」の共通化を探る
ワークショップの開催

第15回マイクロエレクトロニクスワークショップでのパネルディスカッション（左）、「つばさの成果発表」（右）の
様子



搭乗宇宙飛行士の 
 

活動　　　　日記 ISSISS
搭乗宇宙飛行士の 

 
●「きぼう」日本実験棟船内系

リフレッシャー訓練／マルファンクション訓練

古川、星出、角野宇宙飛行士は、「きぼう」日本実験棟船内系リフ
レッシャー訓練およびマルファンクション訓練を行いました。
リフレッシャー訓練とは、ひと通り訓練を受けた後、復習などのた
めに実施する技量維持向上訓練です。今回の訓練は、第１回アドバン
スト訓練で訓練を実施した「きぼう」日本実験棟船内系システムにつ

いて、アドバンスト訓練
で実施した内容をもとに
行われました。
マルファンクション訓
練は、システムに不具合
が発生したときの対応を
訓練するものです。今回
の訓練は、「きぼう」船内
系システムのうち電力

系、熱制御系などのシステムに不具合が発生したときの対応について
行われました。

●「ふわっと'92」10周年記念シンポジウム

今年は、毛利宇宙飛行士が日本人として初めてスペースシャトルに
搭乗した「ふわっと '92」（第１次材料実験）から10周年に当たります。
これを記念したシンポジウムが、10月16日（水）に日本科学未来館で
開催されました。
このシンポジウムに星出宇宙飛行士は、パネルディスカッションの
コーディネータとして参加
（写真 左端）し、ISS計画に
携わる技術者や研究者と、
「きぼう」の開発などに係わ
る技術的な苦労や今後の有
人宇宙活動などについて語
り合いました。

８日（火）

●スペースシャトル「アトランティス号」（STS-112／ISS組立ミッ

ション）の打上げ（米国・ケネディ宇宙センター）

19日（土）

●コズミックカレッジ　エデュケータコース・苫小牧会場（北海道苫

小牧市・苫小牧科学センター）

20日（日）

●コズミックカレッジ　キッズコース・苫小牧会場（北海道苫小牧

市・苫小牧科学センター）

27日（日）

●第10回衛星設計コンテスト最終審査会（東京都荒川区・東京都立

航空工業高等専門学校）

30日（水）

●技術試験衛星VII型（ETS-VII）「おりひめ・ひこぼし」の運用を終了

30日（水）～11月１日（金）

●第15回マイクロエレクトロニクスワークショップ（筑波宇宙セン

ター）
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そのほか、「つばさ（MDS-1）の中間成果

と今後への期待」の基調講演や、一般報告

として各ミッション機器の中間報告を行い

ました。海外参加者からも活発な質疑応答

が行われ、「つばさ」における研究結果は高

い評価を受けました。

部品登録制度の将来展望では、NASAの

ゴタード宇宙飛行センター（GSFC）、ジェッ

ト推進研究所（JPL）、ESAの欧州宇宙研究

技術センター（ESTEC）、NASDA各機関に

おける部品プログラム動向と分析、米国に

おけるQML部品（Qualified Manufuctures

List：認定製造者リスト）の動向と分析につ

いて、それぞれの立場から意見が述べられ

ると共に活発に議論がなされました。

最後に「部品技術にかかる国際協力の進

め方」をテーマにパネルディスカッション

が行われました。NASA／GSFC、NASA／

JPL、ESA／ESTEC、CNES、NASDAなど

の部品プログラム担当者がパネラーとな

り、約２時間にわたって、QPLからQMLへ

の移行、部品調達の国際協力、放射線試験

の考え方などについて、活発な議論が行わ

れました。これにより、国際協力に向けて

の第一歩を踏み出すことができたと考えて

います。今後は、具体的な協力テーマごと

に業務を展開することになります。

＊　　　　　＊

これまで述べてきた一連の部品技術に関

する活動は、平成15年度に予定されている

宇宙科学研究所（ISAS）、航空宇宙技術研究

所（NAL）との３機関統合後の部品技術に関

する業務をスムーズに立ち上げるととも

に、各プロジェクトを強力に支援していく

ことも考慮しています。

訓練中の左から、角野、星出、古川各宇宙飛行士



アマチュアとしての立場で宇宙を探る

平成13年の宇宙の日記念行事「宇宙ふれあい塾2001」では、

小惑星に名前を付けるイベントが行われました。

会場が大阪ということもあり、参加された皆さんによって名物のTAKOYAKI（たこ焼き）という

名称が選ばれ、IAU（国際天文学連合）によって認められました。

今回は、その小惑星の発見者である渡辺さんに、

天体観測や宇宙についてのよもやま話をうかがうことにしました。

宇宙・人に聞く
う ちゅう　　 じん

さまざまなアプローチで
「宇宙」にたずさわる「人」にインタビュー

まず、小惑星の観測・発見

から、命名までの流れを簡単

に教えていただけませんでし

ょうか。

－え～、観測方法は写真や

CCDなどいろいろあるけど、

まずはそういったもので星空の

画像を撮るんですね。いまはほ

とんどCCDだけど。それにな

にかの不明天体が写っていた場

合、それがなにかを調べる。す

でに知られている小惑星なども

あるけど、それはデータがわか

っているので、計算して調べれ

ばわかります。新しい天体だと

いうことになると、移動を確か

めるために連続して観測します

けど、天体観測は曇ったらおしまいだし、いざ晴れた

ときに観測したら行方不明になっていたということも

あります（笑）。そうやって、３回の観測をして、暫定

の軌道要素を出します。ここで、その天体に仮符合が

ついて、命名権が得られるんです。

小惑星といえば小さな天体でしょうし、暗いから観

測もむずかしいと思いますが？

－そうね、たとえばある年に観測できたとします

ね。で、地球は１年で太陽の周りを公転してるわけだ

けど、たとえば火星と木星の間にある小惑星はもっと

長い周期で公転してるわけ。そうすると、次の年に地

球から観測しやすい位置にあるとは限らないんですよ。

地球から遠く離れちゃったの

で、暗くてわからないとかね。

そういう理由で見失うこともあ

るんです。だから、発見したも

のが、20年も30年も前に発見さ

れながら、軌道が確定せずに行

方不明になっていたものだった

ということもありますね。それ

と、長い軌道のうちで、たった

数回の観測で正確な軌道を割り

出すというのもむずかしい。だ

から、３回の観測で暫定の軌道

要素は出るんだけど、１か月の

うちに４回やって確実にしてお

きたいんですね。

渡辺さんのような方ががんば

っているからでしょうが、日本

ではかなりの数の新天体が発見されているようです

が？　

－彗星や小惑星に限っていえば、いまはけっこう

むずかしくなりましたね。というのも、LINEAR（リ

ニア：リンカーン研究所の地球接近小惑星の捜索プロ

ジェクト）などがあって、それはでっかい望遠鏡で自

動でやってるわけですよ。暗い天体も根こそぎ見つけ

ちゃう。とてもアマチュアがたちうちできるもんじゃ

ないです。だからね、いま名前を付けている小惑星は

10年ぐらい前のものだったりしますね。TAKOYAKI

も、1991年11月９日に発見したものです。仮符号は

1991VR3で、その後の追跡観測で軌道がはっきり確定

「アマチュア天文家ですから、趣味として楽しければいいと思う」
と渡辺さん



し、ついた登録番号が6562番。

そうすると、これからアマチュアが新天体を発見す

るのはむずかしい？　

－うーん、たとえばリニアなどは学者がやってる

わけね。ある程度、学問的な研究に必要なデータが得

られればやめちゃうかもしれない。ところがアマチュ

アは学問のためにやってるわけじゃないから、やめは

しないでしょう。続けていればチャンスはあると思い

ますよ。アマは楽しんでやるしかないと思います。理

屈抜きですよね。研究したければ学者になればいいわ

け。そうでしょ？まあね、個人でがんばってる人もい

るけどね。

ふむ、なるほど。ところで、渡辺さんは、こうした

新しい小惑星を発見するということについて、特別の

感慨はお持ちですか？　

－いやあ、ぼくが見つけたやつが地球にぶつかる

とかなら話題になるだろうけど（笑）。そういう映画が

ありましたよね。まあ、たいしたことないですよ。趣

味として楽しければいいと思ってるし。

イベントでTAKOYAKIの名前を付けるというのは、

どういったいきさつでしょうか？　

－いや、くわしいことはわからないですけど、ふ

れあい塾に国立天文台が参加する（注：2001年以前は国

立天文台は主催には入っていませんでした）というので、

スタッフ内部で「星に名前を付けられないか」と考えた

らしいです。お金を払って名前を登録するというのは

民間企業がやっているようですが、そういうのじゃあ

ねぇ……ということで、天文台のほうからぼくのほう

に話がまわってきたようです。ちょっとよくわかんな

いですけど。で、命名権は譲ったり売ったりできない

から、会場で提案する名前を決めてもらって、ぼくの

ほうからIAUに提案した、と。こんなふうに、みんな

がよろこんでくれる名前をつけられるってのはいいこ

とですよね。小惑星は見えないかもしれないけど、自

分たちが名付けた星があるんだってことで、宇宙を身

近に感じてもらえればね。

天体観測と宇宙開発では、同じ宇宙が相手とはいえ、

少し興味の方向性が違うのではないかと思うのですが、

渡辺さんはいかがですか？　

－まあ、ひととおりの興味はありますよ。エコー

とかパジオス（注：どちらもNASAが60年代に打ち上

げた気球型の人工衛星。明るく見えた）を見てましたし

ね。それと「あじさい」ってのがあるでしょう、測地実

験衛星の。EGSですか。その観測もしてましたし、その

関係で筑波宇宙センターにも行きました。最近では地元

のYAC（日本宇宙少年団）の指導にも係わっています。

宇宙研が打ち上げるミューゼスＣのような探査機が、

渡辺さんが発見した小惑星に行くといいですね。日本

が上げる探査機なんだから、日本人が発見した小惑星

に行ってもいいように思います。

－いや、それは無理だって（笑）。ああいう探査機

は、地球に近づく特異な軌道の小惑星がターゲットな

んで……そんなの、とてもじゃないけど発見できない

ってば（笑）。こっちは数十万の機材で観測してるんで

す。学者の観測にはかなわないですよ（笑）。

＊

地元の北海道は、太陽の通り道である黄道が低いので、

黄道に沿って移動することの多い小惑星の発見には本当

は不向きだとのことでした。それでも、日本の小惑星捜

索家としてかなりの数を発見されているのは、やはり渡

辺さんならではの“マイペース”というのが功を奏してい

るのかもしれません。

あくまでも趣味であることを強調する渡辺さんですが、

趣味ゆえの力の入れかたがとてもよく伝わってきたインタ

ビューでした。

小惑星観測中の渡辺さん 「たこやき」の写真とデータ



これは1996年12月５日にADEOS（愛
称：みどり）に搭載されたセンサAVNIRに
よって観測されたカトマンズの画像です。
カトマンズは周囲を緑豊かな山々に囲ま
れ、遠くにヒマラヤを望む標高約1,300m
の盆地です。画像の左下は盆地内部の３つ
の都市、カトマンズ、バクタプール（バド
ガオン）、パタンの拡大図です。
カトマンズは紀元400年の昔から、アジ
アにおける文化の交差点であると同時に、
ヒンズー教と仏教の聖地となっていて、数
多くの寺院や聖堂、彫刻といった宗教芸術
を見ることができます。とくに各都市のダ

ルバール（宮廷）広場、スワヤンブナートとボウダナートのストゥーパ（目の描かれた仏塔）、チャ
ング・ナラヤン、パシュパティナートの７つは芸術、文化、宗教の点から非常に貴重な建築物とな
っています。これらの建築物を中心として、カトマンズの谷は1979年に世界文化遺産に登録され
ました。
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